






要約:過去5年間(1984～1988年)に久留米大学病院産科で胎児診断された外科的疾患は,食

道閉鎖 2例,腸閉鎖 5例,先天性肺形成異常 3例,腹壁異常 2例,卵巣嚢胞 2例と多房性嚢胞

腎,横隔膜欠損症,水子宮腔症,副腎部神経芽腫各 1例の 18 例である。本論文ではこれらの

概略を述べると共に,比較的稀でしかも興味ある肺分画症(2例)と CCAM(1例)の 3例を詳細

に報告した。 


